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写経会
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13時半

〇旧暦8月の十五夜（９月17日）はもう過ぎてしまいました。中秋の名月と呼ばれる日です。

供え物をして観月する習わしが昔からありました。お月見はただ月を眺めて風流を味わう会

ではなく、本来は農作物に感謝する収穫祭です。月見の席には団子、酒、芒、農作物が供え

られました。十五夜には芋（里芋、甘藷）を供えることから「芋名月」とも呼ばれています。

〇これに対して旧暦の9月13日（10月15日）の十三夜は、栗や枝豆をお供えして祝ったので

「栗名月」「豆名月」と呼ばれています。収穫の季節に合わせてそれぞれの名月を祝ってき

た観月会は、名月にお供え物をして秋の恵みに感謝し豊作への願いが込められた会なのです。

〇現代では農作物への季節感が薄れてしまい、店頭では一年中あらゆる野菜が並ぶので作物

の旬が分からなくなります。季節と収穫に感謝する行為が結びつかなくなってしまうのです。

かく言う私も琉斿舎農園で畑作りを始めるまでは、旬を意識することはありませんでした。

〇琉游舎農園の作物は自家消費かお裾分けすることになります。ところが露地野菜の収穫時

期はほぼ一緒ですから、皆さんはすでにお裾分けを頂いていてもう充分な状態です。必然的

に収穫の最盛期には自分の胃袋以外に行き場を失ってしまう野菜が出てしまいます。保存の

あまり効かない胡瓜や茄子、トマトにピーマン、シシトウなどはある時期、毎日毎食食卓に

並びます。ジャガイモやタマネギ、カボチャは常温でも冬まで保存できるので助かります。

〇これからは大根と白菜、葉もの野菜の栽培ですが、猛暑が続き夏野菜がまだ頑張っていて

秋・冬野菜用の畝を作るに至っていません。猛暑のせいにして作業を怠っていると作物の旬

も心身の旬も時機を逸してしまうでしょう。各々の旬とともに1年を過ごすことは自然の流れ

とともに過ごすことなのかも知れません。これもありのままに生きること。虫の声が賑やか

な秋の夜です。
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狂言綺語…自由への道
お釈迦様は私たちの苦の源泉は貪・瞋・痴の三毒にあると教えてくれました。貪欲は貪ること、瞋恚は怒

ること、愚痴は理非の分からないことの三つの煩悩です。この三毒は自分を苦しめるばかりか、他者にも毒
をまき散らし苦を及ぼしてしまう上に、自身が苦を与えている自覚も苦に喘いでいる自覚もない、始末に負
えない迷惑な存在です。人は少なからず三毒の中に生きていることを認めなければなりません。煩悩から解
放されるには涅槃（悟り）にたどり着かなければならないのですが､親鸞聖人が看破したように私たちは煩
悩熾盛罪悪深重の中に生きているのです。この世の涅槃が肉体的な死を受け入れることでしか得られないの
であれば､私たちは煩悩熾盛罪悪深重の自覚の中に生き続けることが生きることだとの自覚が必要なのです。
ここのところ党の総裁を決める選挙候補の主張がテレビで毎日流されています。実質的には日本の首相を

決める選挙なので、党員でない私でも無関心ではいられず各候補の主張はだいたい把握しています。ただそ
の主張は「これは公約ではありません。私が権力を掴んだ暁にはこのような夢を叶えたいとの夢を描いてい
ます」の羅列で、具体的なロードマップも財源も仕組みも何一つ示されてはいません。政治家にとって夢を
与えること（政策）は必須です。それは言い換えれば「信」です。その夢（目的）の実現のために実行手段
（行政）があるのです。それは「行」です。「信行」がなければ私はそれを信仰と呼ばないように、「政策
と行政」がなければそれを政治と呼ぶことは出来ないでしょう。実行手段（行政）なき夢（政策）は毒と同
じです。何度も夢を見せられたあげくその夢が絵空事の繰り返しになったなら、私たちは彼らが語る夢（政
策）の実現を信じなくなるでしょう。悪夢です。政治不信層の増加が示す現状にさらに拍車をかけるような
九候補による悪夢の垂れ流しは、日本中に三毒をまき散らしているようにしかみえないのです。彼らの夢
（三毒）の放擲は権力奪取のための手段にすぎません。権力を貪り、従わない者に怒りを露わにし、世の人
がどのような理非に従って生きているかを知ろうとしない三毒の放擲者無自覚者です。彼らを毎日見せつけ
られ悪夢をすり込まれると、私自身の煩悩熾盛罪悪深重の自覚も揺らいできてしまう気がしてなりません。
信仰の自由は精神の自由の問題であっても、日々の生活を精神の自由のままに続けることは不可能でしょ

う。何らかの行政的不自由の中で生活することが社会的な存在に生きることだと考えれば、人権も平等も信
仰や表現の自由も何らかの不自由の中でのみ存在しうる自由なのです。だからこそ私たちは不自由の中の自
由を慈しみ大切にしてきたはずです。またそれは私たちが過去から受け継ぎ社会的制約の中で守り通してき
た日本人の精神的自由が伝統として今に受け継がれていることを意味していることなのです。この伝統の本
質（制度ではなく精神）を守り続けることが真の保守の意味であらねばなりません。私たちが引受け次に引
き渡すものとは、日本人が連綿と守り通してきた精神の自由です。それは文学・絵画・芸術・芸能・造形・
社会制度・政治をも含めた日本人独自の表現と所作に現れた精神です。芸道や武道や政道と呼ばれ続けてき
た「道」です。仏道もその「道」のひとつです。しかし精神の継承に付随する制度（権威・権力）の方に重
きが置かれ、制度の継続こそが伝統であると故意に読み違え、権力と利権を目的とし制度の維持伝承こそが
伝統の継承だと僭称している人たちが出てきます。彼らは自らを保守と規定し日本の良き伝統を守るのは私
たちだと声高に叫び続けています。そして精神の自由を引き継ごうとしたものたちは、制度の束縛に絡め取
られ精神の自由を次第に奪われてしまうのです。伝統の僭称者、似非保守たちは精神の自由を取り戻すため
に制度を変えていこうとする者に伝統の破壊者のレッテルを貼り、社会秩序を覆そうとする人々と非難をす
るのです。制度は作り替えることが可能だから社会は時代の要請に従って制度を作り替えるのです。しかし
破壊された精神の自由は一朝一夕には取り戻せないでしょう。精神の自由こそが保守すべき伝統だからです。
夫婦別姓と女系天皇を認めることに賛成する人々を、良き日本の伝統の破壊者と糾弾する人々がいます。

彼らの発言は真の保守を自認し信行の道を精神の自由の道と考える私には滑稽で冗談のような主張に聞こえ
てしまいます。その言説は社会制度の歴史的事実を無視して今ある制度が神話の昔から変わらない日本人と
してのあり方だと強弁しているだけです。都合の良い社会制度を貪り、主張の異なるものたちに怒り、事実
を学ばず無痴をさらけ出す三毒の放擲者です。彼らは明治維新になるまで名字が公式に持てたのは権力者だ
けという歴史的事実、蜻蛉日記の作者が「道綱の母」としか残されていないように、女性の本名が公に記載
されていないという歴史的事実になんと答えるのでしょう。今問われている「姓」は明治になって庶民が公
的に名字を持つことが出来た、1875年2月13日「苗字必称義務令」に始まる「姓」なのです。それまでの
「氏」や「姓（かばね）」「苗字」「名字」と一緒くたに扱うことがそもそも歴史的事実を学んでいないこ
とを示しています。この制度は明治政府の戸籍による国民統制と天皇を頂点とする家父長制度の根本として
必要な制度なのです。男系天皇しか認めないことも国家の家父長制の頂点に天皇が規定される必要がある点
で、全く同じ論理です。夫婦別姓や男系天皇の議論は制度の議論です。制度が日本人の精神の自由に合致し
ないと分かれば、さっさと変えるべき制度です。制度の革新が精神の自由を保守する唯一の道なのです。
仏道は仏の道を歩む信行の道です。その道の歩みは煩悩熾盛罪悪深重の自覚の中に生き続けることです。

三毒の自覚の中でできる限りの三毒の放擲を抑制しようと試みながら日々を過ごすことです。その信行を私
は精神の自由の道と呼びました。その精神の自由は様々な制度や他者との関係性の中の不自由の中で歩むべ
き自由です。私はその精神の自由を日本人の伝統とその保守の中に見いだし、それを仏の道という形で次へ
と引き継いでいくことが仏道と考えます。精神の自由（信）は行い（行）の自由なのです。


